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春季日本海を北上来滋する大羽イワシは，昭和 35年よ b本県西海岸への来俳が全くと絶えてい

るが，沿岸漁民の依存度の高い漁業であるので，引続き継続事業として取上げ，来酵の有無等調査

するものである。

E 調査方法

1.試験

2 乗組

3. 調査期

4. 調 査 海

5 漁

調査経過

本年度は 4月 1日日まで底曳漁業試験を実施し，その後底曳網漁具の整理.及び大羽イワシ流

梢の準備を行い. 5 jj 4 E:i黒崎W 3. 5l旦I'C:;j:，~いて本年度第 1 凪目の試蹴操業を行なった。 5 月 2 日

日まで 5山K瓦って訊棋疎柔を行なったが，前年同様全く不振K従った。

嗣丞主柑朱

瑞鴎丸は 4月 17日-2日日空で北部日本海々域K沿ける春季大羽イワシ漁況予察のための海洋

観測を実施し，者号、況予報を発表すると共に引き続き漁業試験を行ったが，殆んど魚探反応、が見られ

ず. 5月 12日賠作崎 SW 7.5浬でサパ?口尾，中羽イワシ?尾，イカ 10尾 5月 16日盤作崎

WS W7浬で小サバ 12尾，イカ 4尾，ハタハタ 2尾を漁獲しただけで全〈みるべき漁が念かった

を幸子サンマ流網漁業試験終了後の 7月 21日及び 24日Kも権現沖，能ク沢沖で漁具 10反を投網

し，中層(タノレ綱 50 m)の試験を実施したが，とれもみるべき漁が左かった。

H 9 o1P 瑞鴎丸 3 042屯

船長以下?名

昭和 38年 5月 5日-5月 20臼

県境大間越沖~臆ケ沢沖

大羽イワシ流網 15反

船
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域

具
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月 日 5月 4白 5月 12日 5月 16日

漁場|位 置 黒崎W 3. 5浬 脳作崎SW 7.5浬 勉作崎WS W7浬

観 演IJ 時 1 7. 2 0 1 7. 2 0 1 8. 0 0 

天候・雲 量 C C b 

気 風 向・風力 S 1 --2 E 1 NE 1 

象 気 圧 1日 19 1日21 1 0 0 7 

気 温 1 4.5 1 5.5 2口

o m 1 2目 4 1 2田守 1 3. 4 

7.k 
海 10m 1 O. 8 5 1 0.8 0 1 2. 7 0 

25m 1 O. 1日 1 O. 3 0 1 1. 2日

温 5 0 m 8.6 0 8. 6 5 9. 0 

7 5 m 8.5 5 8.9 

況 水 事長 7 3 9 5日 1 2 0 0 

潮流速度 S E 1/4 NE1/4 NE1/4 

魚 種 類

群 濃 i炎

投 網 時 1 7.日日 1 7. 2日 1 7. 4 5 

漁

揚 網 時 2口.3 0 2 1. 3 0 2 2. 0日

具

使用反数 1 5反 1 5反 1 5反

訴事、 体 重
ノトサバ 1 2尾

イカ 1日尾 イ カ 4忌
獲 数 量 皆 無 サパ?口尾中羽?尾 ハタハタ 2尾

↑蒲 考
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